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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、金融市場における世界経済の減速懸念の高まりからリスクオ

フの動き、また日銀の追加金融緩和や日米金利差拡大の予測などを背景に混迷が続きました。一方で、震災復興事

業やオリンピック関連のインフラ整備など公共事業が経済全体を下支え、景気は一進一退の動きとなりました。

このような経営環境のもと、当第２四半期連結累計期間の売上高は、カプセル用ゼラチン、輸出向けペプタイド

などが好調に推移した一方で、コラーゲン・ケーシングは海外市場で苦戦が続き、また、主に外貨建て輸入取引を

行っている連結子会社においては、円高により仕入価格、売上高、両建てで減少、さらに有機穀物は出荷の期ずれ

要因などにより減少する結果となり、19,918百万円(前年同四半期比9.2％減)となりました。

また、円高長期化のなか原料価格、燃料費、電力料が下落し、製造コストが下がった結果、売上総利益は、

4,821百万円(同3.9％増)、また、広告宣伝費の削減などにより営業利益は、1,471百万円(同42.0％増)、経常利益

は、1,369百万円(同48.5％増)となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、長期棚上債権の売却による特別利

益185百万円の発生、さらに、税務上のスケジューリング不能一時差異の実現などにより、税金費用が軽減したこ

となどにより1,402百万円(同146.9％増)となりました。

セグメントの状況につきましては以下の通りであります。

① コラーゲン・ケーシング事業

国内販売は引き続き天然羊腸回帰の傾向で軟調に推移している一方、輸出販売においては価格競争が激化し苦

戦が続いておりますが、原料価格、燃料価格の下落により、営業利益は微増となりました。

この結果、売上高は、4,393百万円(前年同四半期比10.0％減)、営業利益は、1,018百万円(同1.6％増)となりま

した。

② ゼラチン関連事業

ゼラチンは、サプリメントなどのカプセル用が好調に推移し、グミ用、惣菜用の販売も堅調に推移いたしまし

た。また、健食用ペプタイドの販売は、海外向けが伸張いたしました。これに加え、原料調達における円高効果

もありました。

この結果、売上高は、4,117百万円(同2.7％増)、営業利益は、511百万円(同130.2％増)となりました。

③ 化粧品関連事業

化粧品については、宣伝内容の見直しや広告媒体の効率的運用により健康食品の顧客数、売上高は伸張いたし

ましたが、「スキンケア・クリーム」をはじめ化粧品の顧客獲得が伸び悩み苦戦いたしました。経費については、

広告宣伝費の効率的な投入に努めた結果、大きく削減いたしました。

この結果、売上高は、1,633百万円(同3.4％減)、営業利益は、50百万円(同1,452.2％増)となりました。

④ 皮革関連事業

紳士靴用革は堅調に推移いたしましたが、婦人靴用革の苦戦が続いております。自動車用革は、三国間取引を

中心に売上高は減少いたしました。一方で、原材料価格が安定してきていることなどにより利益率は改善してお

ります。

この結果、売上高は、4,874百万円(同13.9％減)、営業利益は、154百万円(同25.8％増)となりました。

⑤ 賃貸・不動産事業

再開発を進めている東京都足立区及び大阪市浪速区の土地で賃貸事業を展開しております。

　東京都足立区の再開発地区におきましては、暫定利用として、平成28年３月より足立区に対し仮設小学校用に

賃貸を開始しております。

この結果、売上高は、386百万円(同12.2％増)、営業利益は、302百万円(同19.9％増)となりました。

⑥ 食品その他事業

iPS細胞関連、ＢＳＥ検査キットは順調に推移したものの、イタリア食材、輸入建材は円高による輸入価格下落

に伴い減少いたしました。さらに有機穀物は前年同四半期の出荷の期ずれ要因による売上増が平常時に戻り、全

体として減少いたしました。

この結果、売上高は、4,513百万円(同15.7％減)、営業利益は、143百万円(同27.9％減)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、64,751百万円となり、前連結会計年度末と比べ254百万円の増加となり

ました。

① 資産の部

流動資産は、受取手形及び売掛金が757百万円、商品及び製品が773百万円増加した一方、現金及び預金が222百

万円、未収消費税等が420百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末と比べ872百万円増加し、20,381百

万円となりました。

固定資産は、建物及び構築物が152百万円、機械装置及び運搬具が296百万円減少したことなどにより、有形固

定資産が417百万円減少しました。また、投資有価証券の評価替えなどにより、投資その他の資産が152百万円減

少しました。なお、破産更生債権等が売却により1,281百万円減少しましたが、同時に貸倒引当金も1,232百万円

減少しております。この結果、固定資産は前連結会計年度末と比べて613百万円減少し、44,353百万円となりまし

た。

② 負債の部

流動負債は、支払手形及び買掛金が46百万円、短期借入金が801百万円増加した一方、未払法人税等が175百万

円、設備関係支払手形などのその他流動負債が633百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末と比べ9百

万円増加し、19,593百万円となりました。

固定負債は、社債が130百万円、長期借入金が258百万円、長期未払金が261百万円、役員退職慰労引当金が33百

万円、退職給付に係る負債が43百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末と比べ748百万円減少し、

18,802百万円となりました。

③ 純資産の部

純資産は、利益剰余金が増加した一方、その他有価証券評価差額金、為替換算調整勘定が減少したことにより、

前連結会計年度末と比べ993百万円増加し、26,354百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の連結業績予想につきましては、本日（平成28年11月２日）公表いたしました「平成29年３月

期第２四半期累計期間業績予想と実績との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社グループの有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法については、従来、主として定率法を採用

しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。この変更は、コラーゲンケーシン

グ富士宮第２工場が本格稼働を開始したことを契機に、減価償却方法の見直しを行った結果、生産される製品に

ついては今後安定的な需要が見込まれており、また、主要製造設備は将来の耐用年数にわたって安定的な稼働が

見込まれることから、費用配分をより適切に損益に反映させるために望ましい方法であると判断したことによる

ものであります。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の減価償却費は222百万円減少

し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が222百万円増加しております。

（４）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,060 3,837

受取手形及び売掛金 7,258 8,016

商品及び製品 5,327 6,100

仕掛品 654 697

原材料及び貯蔵品 1,050 967

未収還付法人税等 7 5

未収消費税等 438 17

繰延税金資産 377 456

その他 399 354

貸倒引当金 △64 △70

流動資産合計 19,509 20,381

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,438 9,286

機械装置及び運搬具（純額） 2,715 2,419

土地 27,549 27,549

リース資産（純額） 156 127

建設仮勘定 22 103

その他（純額） 184 162

有形固定資産合計 40,066 39,649

無形固定資産

リース資産 14 10

その他 219 179

無形固定資産合計 233 190

投資その他の資産

投資有価証券 4,277 4,176

長期貸付金 78 77

繰延税金資産 37 37

破産更生債権等 1,282 1

その他 340 338

貸倒引当金 △1,350 △118

投資その他の資産合計 4,666 4,514

固定資産合計 44,966 44,353

繰延資産 20 16

資産合計 64,497 64,751
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,553 7,599

短期借入金 8,378 9,179

1年内償還予定の社債 340 260

リース債務 67 62

未払法人税等 331 155

未払消費税等 36 78

賞与引当金 456 467

役員賞与引当金 48 52

ポイント引当金 34 34

その他 2,336 1,703

流動負債合計 19,583 19,593

固定負債

社債 920 790

長期借入金 9,891 9,633

長期未払金 1,011 750

リース債務 114 84

繰延税金負債 1,049 1,065

再評価に係る繰延税金負債 3,992 3,992

役員退職慰労引当金 429 396

退職給付に係る負債 1,828 1,785

厚生年金基金解散損失引当金 69 69

資産除去債務 5 5

その他 238 230

固定負債合計 19,551 18,802

負債合計 39,135 38,396

純資産の部

株主資本

資本金 4,404 4,404

資本剰余金 1,930 1,930

利益剰余金 8,545 9,803

自己株式 △33 △34

株主資本合計 14,847 16,104

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,205 1,133

繰延ヘッジ損益 △13 △19

土地再評価差額金 8,855 8,855

為替換算調整勘定 301 72

退職給付に係る調整累計額 △223 △204

その他の包括利益累計額合計 10,125 9,836

非支配株主持分 389 413

純資産合計 25,361 26,354

負債純資産合計 64,497 64,751
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 21,942 19,918

売上原価 17,300 15,097

売上総利益 4,642 4,821

販売費及び一般管理費 3,605 3,349

営業利益 1,036 1,471

営業外収益

受取利息 3 2

受取配当金 75 77

持分法による投資利益 - 0

その他 37 34

営業外収益合計 116 114

営業外費用

支払利息 143 108

手形売却損 17 14

為替差損 11 56

持分法による投資損失 2 -

その他 55 38

営業外費用合計 230 217

経常利益 922 1,369

特別利益

投資有価証券売却益 0 -

債権売却益 - 185

特別利益合計 0 185

特別損失

固定資産除却損 0 8

特別損失合計 0 8

税金等調整前四半期純利益 921 1,546

法人税、住民税及び事業税 253 152

法人税等調整額 58 △36

法人税等合計 312 115

四半期純利益 609 1,430

非支配株主に帰属する四半期純利益 41 28

親会社株主に帰属する四半期純利益 568 1,402
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 609 1,430

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 268 △72

繰延ヘッジ損益 57 △7

為替換算調整勘定 26 △228

退職給付に係る調整額 20 18

その他の包括利益合計 373 △290

四半期包括利益 983 1,140

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 930 1,113

非支配株主に係る四半期包括利益 52 27
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 921 1,546

減価償却費 526 773

繰延資産償却額 7 4

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △1,225

賞与引当金の増減額（△は減少） 19 11

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5 3

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △55 △17

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △74 △33

受取利息及び受取配当金 △78 △79

支払利息 143 108

為替差損益（△は益） △31 0

持分法による投資損益（△は益） 2 △0

固定資産除却損 0 8

債権売却益 - △185

投資有価証券売却損益（△は益） △0 -

売上債権の増減額（△は増加） 227 △768

たな卸資産の増減額（△は増加） 158 △756

仕入債務の増減額（△は減少） △500 63

未払消費税等の増減額（△は減少） 35 496

その他の資産の増減額（△は増加） △75 1,281

その他の負債の増減額（△は減少） 57 105

小計 1,276 1,336

利息及び配当金の受取額 77 78

利息の支払額 △121 △103

法人税等の支払額 △157 △342

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,074 970

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 0 -

有形固定資産の取得による支出 △1,831 △1,270

有形固定資産の売却による収入 - 0

無形固定資産の取得による支出 - △1

貸付けによる支出 △1 -

貸付金の回収による収入 20 0

債権売却による収入 - 230

その他 △41 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,853 △1,040
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 44 911

長期借入れによる収入 4,000 2,200

長期借入金の返済による支出 △2,558 △2,567

社債の償還による支出 △335 △210

自己株式の取得による支出 △1 △0

配当金の支払額 △143 △143

非支配株主への配当金の支払額 △2 △2

リース債務の返済による支出 △40 △34

長期未払金の返済による支出 △294 △277

財務活動によるキャッシュ・フロー 667 △126

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8 △25

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △120 △222

現金及び現金同等物の期首残高 3,552 3,886

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,432 3,664
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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